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コラボレーション題材を通した、
造形表現授業の広がりについて
～『主体的・対話的で深い学び』を目指して～
Expansion of Art Classes through Collaborative Subjects: 
Toward "Independent, Interactive and Deep Learning" 
＊ 
大杉健
OHSUGI Takeshi 
1 はじめに
AIの進歩などにより、社会の情勢や構造が大きく変化しようとしている。この社会的変化に
対応すべく学習指導要領も改定され、小学校においては令和 2年度からは全面的に実施されるこ
とになっている。一方、図画工作科の造形表現活動においても、その内容が少しずつ変化してき
ている。例えば、コンピュータやカメラなどの ICT機器の活用が明記され図画工作の題材の中
での活用が増えてきている。プログラミングを使った図画工作題材も登場してきている。このよ
うな変化の中、表現活動などもコミュニケーションの概念が導人され、現在では表現の一部とし
て、コラボレーションの表現も多くの学校で取り組まれるようになってきている。
本研究では、これまで研究会などで発表してきた図画工作の表現のコラボレーションの題材1
を再度取り上げ、それらの題材が図画工作科授業の構成上、どのような価値生み出しているか、
その価値の再考を試みたものである。
2 研究の方法
第 1に、これまでよく行われている題材を取り上げ、図画工作科の授業の構成として、その視
点と課題を整理する。
第2に、実際のコラボレーションを視点にした授業を取り上げ、その授業がもっている意味や
価値を題材・授業の構成の視点から考察する。
第3に、今後の図画工作の今後の方向について検討する。
3. l 図画工作科における授業の構成
はじめに、図画工作の題材における授業の構成を整理する。
授業の始まりでは、題材の提示である。題材名を告げ、この題材で取り組まれるべき目標を示し、
児童の造形表現斌欲を高めるプロセスがある。つぎに、児童は、発想構想の段階、この題材で何
を描こうかな、何をつくろうかな、どのような表現をしようかなと考えるプロセスがある。これは、
新学習指導要領2では、 (2)思考力、判断力、表現力等の項 Hに該当する。そして、次に実際の
＊武蔵野大学教育学部
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制作表現活動がある。自分の思い描いたイメージに合わせて、これまで学んだ表現方法試したり
しながら自分の表現活動行うプロセスである。これは新学習指導要領では、（1)知識及び技能の
項目に該当する。そして、最後に鑑賞や評価のプロセスが設定される。これらを図式化して題材
構成図を作成すると、図 1のようになる。
［図 l] --::: 
3. 2 よく行われている題材における授業の構成
よく行われている題材の一例として第5学年 「屋上から見た風景』［作品 1]写生を取り上げる。
題材の提示プロセスでは、学校の屋上に上がって、周りを眺
めてみる。題材の目標の一つである「近い」（近景）「やや遠い」
（中景）「遠い」（遠景）を意識して表現することを伝える。
次の発想構想のプロセスでは、周りを見渡し、自分の家がど
こにあるのかを探したりしながら、自分の描きたいところ決
める。また、自分が選んだ景色の中では、どこが近景、どこ
が中景、どこが遠景になるのかを意識する。制作表現のプロ
［作品 1] セスでは、絵具を使って色をどのように混ぜたらよいのか、
濃さはどのぐらいがよいのか、日差しが強いので思い切って太陽の表現を加えてみようかなどの
創造的な技能を使った表現活動が行われている。最後の鑑賞評価のプロセスでは、実際の景色と
作品を比べてみたり、出来上がった絵を友達と一緒に見たりしてそのよさを確認したりする活動
［図 2]
3. 3. 1 コラポレーションの題材 「青から」
［作品 2]
が行われている。この活動を題材構成図に表す
と［図2]のようになる。
全 6時間のうち、 5時間を制作表現に当て、
鉛筆で描いたり絵具で表現したりしている。そ
して本題材においては、この部分が最も重要な
プロセスになり、子ども一人一人の多様性もあ
らわれてくるプロセスである。
［作品 3]
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この題材は、①一人の児童がテーマを設定し、他の児童に自分の表現作品を提示する。②他の児
童は、その作品を見て、思いついたこと、発想したことを自分なりに表現し、自分の発想のもと
になった作品の横に掲示する。③次の児童は、この作品を見て、また②の児童と同様に発想を広
げ表現し、隣に掲示をする。この活動を他クラス、他学校へと発展させていく増殖系のコラボレー
ションの表現活動である。（作品 2、3は 2008~ 2010に東京、多摩地区の複数の小学校で取り
組まれた時の記録である）
この活動の特徴は、指導者は活動の概要を説明するだけで、実際の活動の起点は、他の児童の
［図 3]
:： 1発想 I E 
芦構想 1* 表現 l~
作品を鑑賞することである。［作品 2]では「海」
の情景を表現した児童から始まる。この作品か
らは「海」「水」というテーマと「青」というテー
マでの広がりが生まれた。そして掲示された作
品のなかに自分が表現したいテーマがなかった
ら、自らテーマを策定し、次の児童の活動の起
点となることも可能で、［作品 3]では、 rまる」
というテーマ設定され、そこから他の児童の表現が連なっていった。この循環する機能が児童の
表現意欲を引き出し、多様な表現を生み出すことにもつながったと考えられる。なお、この題材
では、取り組みやすくするために、はがき大の大きさの画用紙を使用している。
3. 3. 2 コラポレーションの題材 「デュエット」
［作品 4]
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人と人が声を合わせて美しい歌声を作り上げる、このような音楽の活動を図工の授業で行った
ら、素敵な活動を展開することができるのではないかという思いから取り組んだ題材が「デュエッ
ト」である。（この題材は、 2000年より現在に至るまで、複数回、小学校や大学との間で取り組
まれた記録をまとめたものである）
［図 4]
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この題材は［図 4]のように、特定の二人のや
り取りで作品が完成していく流れになっている。
（実際には、複数校が連携し、一人の児童は、二つ
の作品、二人の相手とやり取りしながら、 10時
間で完成する取り組みである。）
［図 5] ［作品4]の例では、①初めの自分は相手
が描くことを意識して虹を左上に描いた。②その虹
の絵を手にしたAくんは、霧雨を降らせて、緑の
木を描いた。③その絵が戻ってきた自分は、少し大
きめの雨粒を増やしたり、雨に打たれて業の色が
少し濃く変化した様子を描いたりした。④その作品
が戻ってきたAくんは、夕立があり夏、紅葉する秋の木々を描き足した。⑤自分が発信した作品
がもどってきたので、最後、雪を降らせた冬を付け足したり、虹を増やし山や木々を増やしたり
して虹から始まった二人の作品を完成させた。
［図 5]
戸誓示の →~ ：→9；⇒ 
［作品 5]
鑑賞
この題材構成図は［図 5] のようになる。 3.2.1
で示した「青から」の題材が一方通行の展開であ
るのに対して、この「デュエットでは」鑑賞、発想、
制作表現を循環させた活動になる。また、この活
動は、鑑賞の活動が次の自分の発想構想につなが
るので、相手の感じていること、思いや考えをよ
評価 りT寧に見ることにつながっている活動になって
いる。児童の感想からも「どのように相手の人が
表現を返してくるか考えながら描くことは楽し
かった」「相手の人がどのようなことを考えて表
しているか、いろいろと考えた」「自分の作品を
描く時より緊張した。何度も別の紙で試してから
取り組んだ」などの感想がよせられた。このよう
な感想から自ら意欲的に取り組んだ様子を伺うこ
とができた。
なお、この題材は、単に絵の表現活動だけなく、
透明の用紙の裏表で表現する活動や紙に穴を空け
てその穴をよさを生かして表現を行っていく活
動、立体で表現する活動も行いながら、題材の広
がりでも検証を行っている。
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また、「デュエット」の表現交流では、自分の考えや思いを言葉として伝えるためのメッセー
ジカードを作成して、伝えたいイメージのサポートを行った。
3. 3. 3 コメントを活用したコラポレーションの題材
この取り組みは、 3. 2のよく行われている題材において、その活動プロセスのはじめ、ある
いは途中で仕上がった作品を他者に見せることを伝え、完成を促した取り組みである。
それぞれの別の学校で交換した作品を鑑賞し、鑑賞者がコメントを付ける。その後作者の手元
に戻り、コメントを見る仕組みになっている。
［作品7]3小学校 2年「かぞく だいすき」
参加小学校 4校
「私の好きなもの」彫り進み版画 6年生
（希望者で募ったが結果、全員になった）
「仲良しの猫」 2年生
「洞窟の中へ」段々のある絵 6年生
「夢の家」 5年生（希望者）
大学 1校
「伸びる絵」「たたまれた絵」 （希望者）
「囲まれて」指導法受講者全員 （全員）
「なりきりアーティスト） （希望者）
※今回提示するのは20 1 8年 12月に行った作品
交換で扱われた作品である
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見た人の作者へのコメント
云 野 大 学 1番号――- i名前
什坪
•いがらな色のネコがかかれて"てィ」 の こ とが
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交換会で話された政策の様子を伝える
•絵の具を紙の上にたらし、それを指で伸ばし
て描いている。
•絵の具の垂 らす場所は先生と子供が話 しなが
ら、 場所を決めている。
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見た人の作者へのコメント
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［作品 9]4小学校5年 「何色の家」
私の町には何色もある家があり、中に神様がすんでいる
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［作品 lO]大学生 「海鳥」
書、
［作品 ll]大学生 「未来予想図」
［図 7]
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作者コメント（大学生）
囲まれるという言葉から赤ちゃんを
イメージしました。赤ちゃんというと
幸せというイメージがあるので「幸せ」
をテーマにしました。絵の左側に赤
ちゃんを眺めている家族を描き、右側
にシャボン限を描きました。シャボン
茉の中に、赤ちゃんの無限な可能性を
イメージしその未来を描きました。
＝へ戸翌：采
・ん 9 9 
コメント（感想など）
I
_-1 すご・くあたウ‘l，ウ‘f.しかした。
：、：ドロ戸し：未来で予梵して Im-l 
このコメントを活用したコラボレーショ
ンの題材では、多くの児童や学生が他者が
自分の考えや表現をどのように見てくれるのかを楽しみにしていた。参加した小学生では、この
取り組みに対して希望制をとっていたが、ほとんどの児童が参加を希望するという様子も伺えた。
また、大学生では［図 7]のように、表現の起点から小学生に見てもらえることを意識すること
によって、「よいものつくらなくては・・・」と意欲をもって熱心に取り組んでいた。したがって、
このコメントを活用したコレボレーションの授業は、これまで自分の世界のみでの表現活動を完
結させてきた授業の概念を、これまでの表現のその後の00に見せるという作者の表現する意味
を拡大する授業となった。
-- 68 --
武蔵野教育学論集第8号
※各学校においては、対話による鑑賞を積極
的に行い、一人で見るだけなく友達とその
作品について対話をしながら、鑑賞の世界
を広げ深めるようにした。また一つの作品
だけなく自分が気になる作品など複数の作
品に対して、コメントをつける活動を行っ
た。
3. 3. 4 版画を活用したコラポレーションの題材5
3.3.2で示した［デュエット］の題材は、制作にきっかけ、多様な表現、他者の視点などにおい
て効呆的な題材であったが、交換のために何回も指導者が集まらなくてはならないことや限られ
た他者とのやり取りになることなどが課題として挙がっていた。そこで、これらの課題を改善し
た新たな取り組みとして、版画を活用したコラボレーション題材を開発し、取り組むことにした。
-竺----•平--門子1l四三
このタネからのびていく
ふしぎな植物を、好きなも
のでかいてください。
和ムは．ンンア）しで
かわ¥115人兄弟の
たねをかきLIこ
せひ上にも5こ
凡をさガせ てください
手順は、小学校第 4学年の児
童が不思議な種を版画で制作す
る。この題材では、初めからこ
の種が、いろいろな学校に飛ん
でいき、そこの児童・学生が芽
を出し成長した恨界を描きが広
がっていくことを告知しての題
材の提示である。大学生ほか他
の小学校では、送られてきたさ
まざまな種から、コラボレー
ションしたい種を選び、制作表
現する。（送られてきた種の裏
には，制作のイメージを広げる
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ための短い簡単なコメントが付けられている。）
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この作品では、五人兄弟が成長して、それぞれ異なった花、異なっ
た人生を送ってくことを考えて、一つ一つの芽からまっすぐだったり
曲がったりした茎が伸びていき、いろいろな花が咲くことを表現して、
そのことをコメントに残し、初めの作者に戻された。制作した大学生
には、戻された作者から、きれいな花がそれぞれに咲いていることが
とてもうれしかったことというコメントが伝えられ、制作したことへ
の新たな喜びとなった。
のタネからのびていく
しぎな植物を、好きな
のでかいてください。
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送り出す 4年生も版画を何枚か刷ることにより複数の相手とコラボレーションをすることがで
き、その作品を受ける側も画用紙を重ねることにより、複数のメンバーが同じ作品に対して制作
することができるようになる。
したがって、初めの版画の種を制作した 4年生は、複数の人の解釈や表現を見ることができる
ことになる。
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園 この題材の題材構成図は［図8]のようになる。
指導者は、題材の進行の概要を伝えるだけで、
送られて来た種を鑑賞し、選択する活動が発想
構想の起点となる。また、この題材では、同じ
種を選択した別の大学生の存在もその後の展開
に影響を与えることになる。また、終盤の鑑賞
や評価においては、、自己評価だけなく、コラボ
レーション作品を受け取った小学生からのコメ
ントも他者からの評価としての価値も生み出している。一方、小学生にとっても、自分の表した
種がどのように変化するか、どのように受け取られ表現されるのかという評価を受けることにな
る。そこにもこの版画によるコラボレーション題材の意味を求めることができる。
題
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4 今後の図画工作の題材と授業について
これまでの多くの題材、授業においては、指導者側の提案をうけて、児童・学生が創造表現活
動を行い、自己内や指導者がその評価を行うという題材の構成が多く見受けられた。しかし、本
研究で示したコラボレーション題材では、題材提示や鑑賞評価において、その扱いを重視するこ
とにより、より活発な活動を生み出せることを示すことができた。このことは、新学習指導要領
で言われている 「主体的J『対話的』 「深い学び』につながる活動と言えよう。また、本研究で制
作表現した児童・学生の多くは、自分の表現を他者に見てもらいたいという思いを持っていた。
このことは、今まで自己内で終わっていた題材や授業の帰着点を、「誰々に見せたい」「展覧会に
出したい」というように「自分の表現を他者に見せる」というところまで拡大して考えることが
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出来ることを示していると言えよう。
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